
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

い 

毎
年
１
０
月
下
旬
の
週
末

に
益
富
城
祉
に
豊
臣
秀
吉
が
築

い
た
と
さ
れ
る
一
夜
城
を
巨
大
パ

ネ
ル
で
再
現
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
秀
吉
は
、
１
５
８
７

年
に
九
州
平
定
の
た
め
に
大
軍

で
攻
め
、
一
夜
で
城
壁
を
改
修

し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
、
秋
月

方
を
降
伏
さ
せ
ま
し
た
。 

 

う 

江
戸
時
代
、
庄
屋
た
ち
は
、
嘉

麻
川
の
水
を
漆
生
地
区
に
引
く
た

め
に
役
所
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

資
金
援
助
は
な
く
、
失
敗
す
れ
ば

成
敗
す
る
と
い
う
厳
し
い
条
件
付

き
で
許
可
さ
れ
、
１
６
２
１
年
に
用

水
路
は
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
で

も
漆
生
の
水
田
を
潤
し
、
記
念
碑

が
建
っ
て
い
ま
す
。 

  

え 

洋
画
家
織
田
廣
喜(

１
９
１
４

～
２
０
１
２
）
は
、
千
手
村
に
生
ま

れ
、
上
京
し
て
二
科
展
に
入
選
し

ま
し
た
。
愛
妻
リ
ラ
と
の
結
婚
、
渡

仏
を
機
に
個
性
溢
れ
る
作
品
を
数

多
く
生
み
出
し
世
界
に
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
織
田
廣
喜
美
術
館
は
、

炭
鉱
跡
地
を
利
用
し
て
１
９
９
６

年
に
開
館
し
ま
し
た
。 

 

あ 
足
白
に
あ
る
九
州
最
大
級

の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
「
Ｋ
ー
Ｗ

Ａ
Ｌ
Ｌ
」
は
、
高
さ
最
大
４
．
５

ｍ
の
小
学
生
以
上
用
の
ウ
ォ
ー
ル

を
７
個
と
未
就
学
児
用
の
ウ
ォ

ー
ル
を
４
個
備
え
て
お
り
、
初

級
者
向
け
～
上
級
者
向
け
ま
で

様
々
な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

お 
沖
出
古
墳
は
平
成
９
年
に

県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
平

成
１
５
年
に
史
跡
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
調
査

に
も
と
づ
い
て
、
前
方
後
円
墳
を

昔
の
姿
に
復
元
し
て
い
ま
す
。

全
長
が
お
よ
そ
７
０
ｍ
あ
り
、
４

世
紀
終
わ
り
頃
の
古
墳
で
す
。 

 

か 

嘉
穂
ア
ル
プ
ス
は
、
古
処
山

（
８
６
０
ｍ
）
、
屏
山
（
９
２
７
ｍ
）
、

江
川
岳
（
８
１
６
ｍ
）
、
馬
見
山
（
９

７
８
ｍ
）
が
連
な
る
雄
大
な
山
々
で

す
。
ツ
ゲ
の
原
生
林
は
国
の
特
別
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
の
密
生
地
帯
も
あ
り
ま
す
。
戦

国
時
代
は
秋
月
氏
の
居
城
が
あ
っ

た
場
所
で
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

き 
白
馬
山
に
あ
る
バ
ク
チ
ノ
キ

大
木
２
本
は
、
樹
齢
四
百
年
を

超
え
、
そ
の
う
ち
の
１
本
は
、
胸

高
周
囲
２
．
８
ｍ
、
樹
高
約
１

５
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。
別
名
ハ
ダ

カ
ノ
キ
と
も
い
わ
れ
、
福
岡
県

指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

こ 

嘉
麻
市
に
は
、
２
つ
の
キ
ャ
ン

プ
村
が
あ
り
ま
す
。
古
処
山
キ

ャ
ン
プ
村
（
遊
人
の
杜
）
で
は
コ
テ

ー
ジ
が
充
実
し
て
お
り
、
古
処

山
登
山
の
登
山
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。
馬
見
山
キ
ャ
ン
プ
村
は
、

夏
の
み
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
コ

テ
ー
ジ
が
あ
り
、
馬
見
山
の
登

山
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

く 

大
酒
飲
み
で
槍
の
名
手
と
言
わ

れ
た
母
里
太
兵
衛
は
、
播
磨
時
代

か
ら
黒
田
孝
高
（
官
兵
衛
）
に
仕

え
、
後
に
益
富
城
主
と
な
り
ま
し

た
。
福
島
正
則
が
豊
臣
秀
吉
か
ら

与
え
ら
れ
た
名
槍
「
日
本
号
」
を
飲

み
取
っ
た
話
は
、
「
黒
田
節
」
に
謡
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
墓
は
、
大
隈
の
隣

翁
寺
に
あ
り
ま
す
。 

 

さ 
下
山
田
に
あ
る
梅
林
公
園

は
、
毎
年
２
月
中
旬
か
ら
３
月
中

旬
に
か
け
て
約
４
０
０
本
の
梅
の
木

に
花
が
咲
き
、
園
内
に
は
甘
い
香
り

が
立
ち
込
め
て
い
ま
す
。
７
種
類
の

梅
が
咲
き
、
観
梅
期
間
中
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
白
馬
山
の
山

麓
に
位
置
し
、
登
山
道
の
入
り
口

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

け 

明
治
時
代
の
初
期
に
活
躍

し
た
力
士
、
不
知
火
光
五
郎
の

墓
は
、
梅
林
公
園
内
の
安
国
寺

に
あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
立
派

な
墓
碑
も
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り

の
強
さ
に
毒
殺
さ
れ
た
と
の
説

も
あ
り
ま
す
。
上
山
田
小
学

校
で
は
、
相
撲
体
操
が
毎
年
披

露
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

し 

江
戸
時
代
の
上
西
郷
地
区

は
、
毎
年
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
１
８
２
７
年
医
者
の
正
人

ど
ん
が
藩
主
に
直
訴
し
て
、
一
鍬
の

幅
の
溝
を
掘
る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し

た
。
正
人
ど
ん
は
、
大
き
な
鍬
で
溝

を
掘
っ
た
た
め
、
正
人
ど
ん
と
家
族

も
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
供
養
碑
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

す 
田
園
広
が
る
嘉
麻
市
で
は
、

多
く
の
と
こ
ろ
に
雀
除
け
の
か
か

し
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

熊
ヶ
畑
地
区
で
は
、
毎
年
か
か
し

祭
り
が
行
わ
れ
、
１
５
０
体
以

上
の
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
が
並
ん

で
い
ま
す
。
今
に
も
動
き
出
し
そ

う
な
ク
オ
リ
テ
ィ
に
、
思
わ
ず
二

度
見
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

た 

稲
築
町
制
４
０
周
年
記
念

公
園
の
丘
の
麓
に
、
元
三
井
山

野
鉱
業
学
校
の
練
習
坑
道
が

あ
り
ま
す
。
技
術
者
養
成
の
た

め
に
、
木
枠
組
や
採
掘
な
ど
の

実
習
、
校
内
火
災
な
ど
の
災
害

救
助
の
訓
練
に
昭
和
４
８
年
ま

で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

せ 

平
成
２
６
年
に
閉
校
し
た
千

手
小
学
校
に
は
、
今
も
樹
高
約
２

０
ｍ
、
胸
高
周
囲
４
・
６
ｍ
、
枝
張

り
２
３
ｍ
も
あ
る
け
や
き
の
木
が
あ

り
ま
す
。
明
治
３
６
年
の
校
舎
新

築
の
際
に
、
千
手
の
篠
崎
氏
に
よ
っ

て
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年

に
旧
嘉
穂
町
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ち 
２
０
１
４
年
、
新
し
い
「
神

楽
」
の
創
造
を
目
指
し
て
、
上

山
田
地
区
に
「
弥
栄
神
楽
座
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
射
手
引

神
社
で
年
１
回
（
５
月
）
の
奉

納
を
す
る
な
ど
、
衣
装
や
神
楽

の
演
目
な
ど
は
全
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
創
作
し
て
い
ま
す
。 

そ 

か
ま
し
し
ち
ゃ
ん
は
、
嘉
麻

市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
係
長
で
す
。
背

中
に
は
、
か
つ
て
４
つ
の
市
町
だ
っ

た
嘉
麻
市
の
、
合
併
幸
せ
の
証

を
意
味
し
た
ク
ロ
ー
バ
ー
が
あ
り

ま
す
。
１
つ
だ
け
色
の
違
う
葉
っ

ぱ
に
触
れ
る
と
何
か
良
い
事
が

あ
る
と
か
・
・
・
。
誕
生
日
は
４

月
４
日
で
す
。 

 

つ 

２
０
１
９(

令
和
２
）
年
に
開
通

し
た
八
丁
峠
道
路
は
、
嘉
麻
市
大

力
か
ら
朝
倉
市
秋
月
を
結
ぶ
、
約

４
．
５
㎞
の
道
路
で
す
。
そ
の
大
部

分
は
、
「
八
丁
ト
ン
ネ
ル
」
で
、
３
７

９
１
ｍ
あ
り
ま
す
。
国
道
３
２
２
号

八
丁
峠
は
、
冬
季
の
積
雪
な
ど
に

よ
り
通
行
規
制
が
多
い
交
通
の
難

所
で
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ね 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

最
も
多
く
投
票
さ
れ
た
木
が

「
桜
」
で
す
。
「
桜
」
は
、
公
園
や

学
校
な
ど
市
内
各
所
に
見
ら

れ
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
学
や
入

社
な
ど
人
生
の
大
き
な
節
目
の

時
期
に
咲
き
、
多
く
の
人
々
の

心
を
惹
き
つ
け
ま
す
。 

 

て 
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
折
、
連
れ

て
来
ら
れ
た
高
取
焼
の
開
祖
高
取

八
山
は
、
帰
国
を
願
い
出
て
、
山
田

の
木
城
に
山
流
し
に
あ
い
ま
し
た
。

山
田
の
地
で
窯
を
開
き
、
作
陶
生

活
を
続
け
ま
し
た
。
昭
和
４
３
年

に
発
掘
さ
れ
た
抹
茶
碗
は
、
大
変

貴
重
な
品
で
、
山
田
図
書
館
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

に 

鮭
神
社
は
、
島
根
県
雲
南
市
、

北
海
道
広
尾
町
に
も
あ
り
ま
す
。

大
隈
の
地
に
あ
る
鮭
神
社
は
、
７
６

９
年
建
立
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
１
２
月
１
３
日
に
は
遠
賀
川
で

獲
れ
た
鮭
が
奉
納
さ
れ
る
献
鮭
祭

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は

稚
魚
を
育
て
、
放
流
す
る
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と 

足
利
尊
氏
が
、
１
３
３
９

年
に
戦
死
者
供
養
等
の
た
め
に

全
国
に
建
て
た
安
国
寺
の
一
つ

で
す
。
戦
い
で
負
け
た
足
利
尊

氏
が
下
山
田
の
白
馬
山
に
逃

れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

筑
前
国
で
は
、
こ
の
場
所
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。 

ぬ 
碓
井
に
は
、
「
一
枚
、
二
枚
、
三

枚
、…
」
と
、
皿
を
数
え
る
「
お
菊
さ

ん
」
で
有
名
な
皿
屋
敷
伝
説
の
舞

台
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
お
菊
が
身

を
投
げ
た
と
い
う
井
戸
と
そ
の
霊
を

祀
っ
た
堂
お
菊
大
明
神
が
あ
り
ま

す
。
参
拝
す
れ
ば
、
腰
か
ら
下
の
病

気
が
治
る
と
い
う
ご
利
益
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。 

 

な 

後
藤
又
兵
衛
は
、
朝
鮮
出

兵
や
関
ヶ
原
の
戦
い
で
武
功
を

挙
げ
た
黒
田
家
の
家
臣
で
し

た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
益
富

城
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
元
々

黒
田
長
政
と
仲
が
悪
か
っ
た
の

で
、
１
６
０
６
年
に
出
奔
し
ま

し
た
。
最
後
は
大
坂
の
陣
で
討

ち
死
に
し
ま
し
た
。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の 
桜
の
名
所
で
あ
る
稲
築
公

園
で
は
、
毎
年
４
月
の
第
一
日

曜
日
に
「
さ
く
ら
ま
つ
り
嘉
麻
」

が
行
わ
れ
、
商
工
会
を
中
心
と

し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬

店
も
出
ま
す
。
公
園
内
に
は
、

山
上
憶
良
の
万
葉
歌
碑
も
あ

り
ま
す
。 

ふ 

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
米

国
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
隈
尋
常

高
等
小
学
校
に
、
青
い
目
の
友
情

人
形
「
ペ
ッ
ギ
イ
」
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
１
４
年
後
、
太

平
洋
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
戦

中
戦
後
も
人
形
を
隠
し
、
大
切
に

保
管
さ
れ
、
今
も
嘉
穂
小
学
校
に

残
っ
て
い
ま
す
。 

 

は 

長
谷
山
は
、
標
高
３
１
１
ｍ

の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
最
適
な
登
山
コ

ー
ス
で
す
。
長
谷
寺
・
笹
原
・
桂

川
町
の
３
方
面
か
ら
１
５
分
～

２
０
分
程
で
登
る
こ
と
が
で
き
、

山
頂
か
ら
は
嘉
麻
市
内
・
嘉
穂

ア
ル
プ
ス
を
一
望
で
き
ま
す
。 

へ 
碓
井
平
和
祈
念
館
は
、
平

成
８
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
正

面
入
り
口
前
に
は
星
野
村
（
現

八
女
市
）
か
ら
分
火
さ
れ
た

「
平
和
の
火
」
が
恒
久
の
平
和
を

願
い
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
中

戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の

様
々
な
戦
時
資
料
が
常
設
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ひ 

千
手
川
の
末
永
橋
か
ら
笹

原
橋
に
か
け
て
、
「
末
永
石
・
は

な
ぐ
り
石
」
な
ど
の
長
い
年
月

を
か
け
て
で
き
た
大
小
５
０
を

超
え
る
奇
岩
群
が
見
ら
れ
ま

す
。
お
う
穴
と
呼
ば
れ
る
自
然

の
造
形
物
で
、
千
手
川
の
お
う

穴
群
と
い
わ
れ
、
県
指
定
天
然

記
念
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ほ 

山
田
地
区
を
流
れ
る
山
田

川
で
は
、
６
月
～
７
月
に
か
け

て
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
飛
び
ま

す
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
、
き
れ
い

な
川
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
学

校
や
地
域
の
方
々
は
、
山
田
川

の
清
流
を
守
り
、
自
然
を
守

り
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
飛
び
交
う

里
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め 

大
隈
に
は
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
大
き
な
「
造
り
酒
屋
」

が
３
件
あ
り
ま
す
。
嘉
麻
市
の

き
れ
い
な
川
と
お
い
し
い
お
米
を

原
料
に
、
全
国
で
も
有
名
な
お

酒
を
造
っ
て
い
ま
す
。
建
物
が
国

登
録
の
有
形
文
化
財
に
選
ば
れ

た
り
、
お
酒
が
全
国
で
表
彰
さ

れ
た
り
し
ま
し
た
。 

も 
織
田
廣
喜
美
術
館
に
は
、

古
処
山
で
撮
影
さ
れ
、
世
界
的

に
有
名
に
な
っ
た
Ｃ
Ｍ
「
森
の
木

琴
」
に
登
場
し
た
自
然
木
の
木

琴
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
１
年

カ
ン
ヌ
国
際
広
告
祭
に
お
い
て

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

ま 
山
上
憶
良
は
、
６
６
０
年
に
生

ま
れ
た
奈
良
時
代
を
代
表
す
る
歌

人
で
す
。
７
２
６
年
筑
前
守
に
任
ぜ

ら
れ
、
民
情
視
察
等
で
嘉
麻
市
に

度
々
来
て
お
り
、
こ
の
地
で
選
定
し

た
三
つ
の
歌
は
「
嘉
麻
三
部
作
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
貧
窮
問

答
歌
」
が
有
名
で
、
稲
築
公
園
、
鴨

生
公
園
等
に
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 

み 

宮
野
小
野
谷
地
区
は
、

「
小
野
谷
あ
じ
さ
い
愛
好
会
」
の

方
々
を
中
心
に
、
市
道
沿
い
や

あ
ぜ
道
に
あ
じ
さ
い
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
５
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
、
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い

が
咲
き
誇
る
集
落
は
、
「
小
野

谷
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。 

 

む 

１
９
６
５
年
６
月
１
日
、
山
野

炭
鉱
で
ガ
ス
爆
発
事
故
が
発
生

し
、
２
３
７
名
の
方
々
が
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。 

稲
築
町
制
４
０
周
年
記
念
公
園

内
に
は
、
現
在
慰
霊
碑
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
、
毎
年
清
掃
活
動

を
行
う
な
ど
し
て
、
事
故
を
心
に

刻
ん
で
い
ま
す
。 

や 

秋
分
の
日
に
若
八
幡
神
社
で

行
わ
れ
る
「
山
野
の
楽
」
は
、
１
２
４

４
年
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、
県
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
２
人
の
楽
打
ち
隊
は
、
白

足
袋
わ
ら
じ
で
、
笛
や
カ
ネ
で
、
は

や
し
な
が
ら
「
文
化
ふ
れ
あ
い
伝
承

館
」
を
出
発
、
町
内
を
練
り
歩
き

ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

ゆ 
県
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
山
野
の
石
像
群
（
五
百

羅
漢
）
は
、
約
３
５
０
体
の
石
像
群

で
す
。
鎌
倉
時
代
に
妙
道
と
い
う

人
物
が
石
仏
を
奉
納
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
像

は
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
と
表
情
も

豊
か
で
、
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。 

り 

馬
見
山
中
腹
の
斜
面
に

は
、
約
７
０
０
本
の
り
ん
ご
の
木

が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
約
８

種
育
て
て
い
ま
す
。
九
州
で
り

ん
ご
を
育
て
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
リ
ン
ゴ
を
植
え
た
の
は
、

１
９
６
９
年
で
す
。
約
９
種
の

梨
も
育
て
て
い
ま
す
。 

よ 

福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
す
る
嘉
麻
市
は
、
平
成
１

８
年
３
月
２
７
日
に
、
当
時
の

山
田
市
、
嘉
穂
町
、
碓
井
町
、

稲
築
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
合
併
当
時
の
嘉
麻
市

の
人
口
は
、
約
４
万
７
千
人
で

し
た
。 

る 
１
５
８
７
年
薩
摩
の
島
津
氏
を

倒
す
た
め
に
豊
臣
秀
吉
は
、
益
富

城
に
入
り
ま
し
た
。
町
民
に
か
が

り
火
を
焚
か
せ
、
戸
板
や
襖
、
畳

を
集
め
、
城
を
急
造
し
た
結
果
、

秋
月
種
実
は
降
参
し
ま
し
た
。
秀

吉
は
、
永
代
貢
税
を
免
除
し
、
華

文
刺
縫
陣
羽
織
（
国
重
要
文
化

財
）
を
与
え
ま
し
た
。 

ら 

稲
築
口
春
に
高
さ
１
５

ｍ
、
幹
廻
り
４
．
３
ｍ
も
あ
る
大

ク
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
ク
ス

に
は
、
い
た
ず
ら
河
童
を
結
び

付
け
て
懲
ら
し
め
た
と
い
う
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
人

が
許
し
て
や
っ
た
こ
と
で
、
川
で

溺
れ
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。 

れ 

日
本
の
獅
子
舞
は
、
古
く

は
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
定
着
し
て
、
祝
い

事
や
祭
礼
で
獅
子
舞
が
披
露

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
嘉
麻
市
内
の
神
社
で
も
、

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
獅
子
舞
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろ 
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

最
も
多
く
投
票
さ
れ
た
花
が

「
つ
つ
じ
」
で
す
。
「
つ
つ
じ
」
は
、

種
類
に
よ
り
様
々
な
色
や
形
の

美
し
い
花
が
あ
り
、
繁
殖
も
容

易
で
鑑
賞
と
し
て
多
く
の
市
民

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。 

わ 

遠
賀
川
は
、
全
長
６
１
キ
ロ

あ
り
ま
す
。
そ
の
源
流
点
は
、

飯
塚
か
ら
小
石
原
に
向
か
う

国
道
２
１
１
号
線
そ
ば
の
馬
見

山
の
山
中
に
あ
り
ま
す
。
小
石

原
の
手
前
に
あ
る
嘉
麻
峠
近
く

の
国
道
そ
ば
に
「
遠
賀
川
源
流

公
園
」
と
い
う
休
憩
所
と
駐
車

場
が
あ
り
ま
す
。 


